
 

指定管理者候補者の選定結果について 

文化スポーツ部スポーツ振興課所管の新潟市陸上競技場及び新潟市体育館について、令和 5 年 7 月 20 日

より指定管理者を公募しておりましたが、以下のとおり候補者を選定しました。 
施設名 新潟市陸上競技場及び新潟市体育館 区分 公募 

所在地 新潟市中央区一番堀通町３番地１ 

施設の概要 

新潟市陸上競技場及び新潟市体育館は、スポーツの普及振興を図り、市民の心身

の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与することを目的とする施設であ

る。新潟市陸上競技場は、日本陸上競技連盟公認のトラックやサブグラウンド、ト

レーニング室を有しており、新潟市体育館は体育室、練習場を有する施設である。 

指定管理者 

申請者 

評価会議 

委員 髙橋 努  （新潟市陸上競技協会 会長） 
委員 速水 裕  （新潟市スポーツ推進委員連盟 会長） 
委員 彦根 昇  （彦根昇税理士事務所 税理士） 
委員 山本 悦史 （新潟医療福祉大学 健康科学部 健康スポーツ学科 助教） 

指定管理者 

（候補者） 

新潟市開発公社・新潟アルビレックスＲＣ 
代表者 代表理事 理事長 若杉 俊則 
住所 新潟市中央区白山浦１丁目６１３番地６９ 

指定期間（予定） 令和6年4月1日～令和11年3月31日 

選定理由 

指定管理者候補者の選定にあたっては応募が 1 団体であったため、新潟市陸上競技

場及び新潟市体育館指定管理者申請者評価会議において、上記応募者から提出を受け

た事業計画書等の資料をもとに、施設の平等利用が確保されること、施設の効用が最

大限に発揮され、管理経費の縮減が図られること、事業計画に沿った管理を安定して

行う能力があることを選定基準に評価を行った。 
その後、評価会議における各委員の意見と評価結果を参考に検討した結果、上記応

募者は公共体育施設の管理者として十分な実績と能力を有しており、指定管理者とし

ての業務遂行能力を有すると判断したため、指定管理者候補者に選定することとし

た。なお、候補者選定の参考とした評価会議における評価結果は別表のとおりである。 

現在の指定管理状

況との主な 

変更点 

利用状況に応じた個人開放枠拡大、利用者が施設の不具合箇所を写真で報告でき

るようにする機能の追加、部活動地域移行に対する協力体制 

スケジュール 

第 1 回評価会議  7 月  6 日 ※仕様書・選定基準の決定 
募集要項等配布  7 月 20 日 
公募説明会    8 月  9 日 
質問受付     8 月 14 日 ～ 25 日 
応募受付     9 月  4 日 ～  8 日 
事業計画書受付  9 月 11 日 ～ 22 日 
第 2 回評価会議 10 月 12 日 
今後、市議会での審議・議決を経て、指定管理者に指定される。 

所管部署 

(問い合わせ先) 

文化スポーツ部 スポーツ振興課  
TEL 025-226-2601（直通） 
E-Mail sports@city.niigata.lg.jp 

mailto:sports@city.niigata.lg.jp


 
 

別表（評価結果） 

選定基準 評価項目 配点 候補者 

施設の平等利用

の確保 

経営理念・経営方針 5 点 4.5 

施設の管理運営方法 5 点 4.3 

施設の効用を最

大限に発揮し、

管理経費の縮減

が図られる 

利用者サービスへの取組 10 点 8.5 

利用者数増加への取組と実現性 10 点 8.0 
要望や苦情の把握・対応 10 点 8.0 

管理経費の適正把握・環境保護への取組 10 点 7.0 

自主事業の提案内容 10 点 8.0 

市内スポーツ施設との連携 5 点 4.3 

事業計画に沿っ

た管理を安定し

て行う能力 

従業者の雇用・労働条件・人員配置 10 点 8.0 

人材育成の取組・自己管理システム 5 点 4.3 

安全管理の対策・緊急時の対策 5 点 4.3 

個人情報保護等の取組・関係法令の遵守 5 点 4.0 

地域との連携・社会貢献活動への取組 10 点 8.0 

合計 100点 81.0 
※点数は、評価会議の委員４名の平均 

 

 


